
論

説先
進
諸
国
の
女
性
運
動
か
ら
見
た
日
本
の
女
性
運
動
の
位
置
付
け

一
、
は
じ
め
に

一
九
世
紀
末
に
政
球
場
し
、
，
次
反
性
の
参
政
権
を
婆
求
し
た
第
一
派
の
フ

エfミ、
別
役
制
割
削
分
業
の
抑
解
併
体
を
掲
げ
る
第
二
派
の
フ
エ
ミ
ニ
ズ
ム
と
し
て
一
待
内
登

場
し
た
O

こ
の
よ
、
つ
な
先
進
諸
国
内
で
の
動
き
は
、
国
連
が
一
九
七
五

年
を
間
際
女
性
年
と
制
定
し
た
こ
と
を
節
目
と
す
る
男
女
差
別
撤
廃
へ

向
け
て
の
国
際
的
な
動
き
に
も
つ
な
が
っ
た
。

日
本
で
は
凶
際
女
性
年
以
降
の
男
女
平
等
を
求
め
る
悶
際
的
潮
流
を

受
け
て
、
女
性
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
だ
が
、
日
本
の
女

性
運
動
に
関
し
て
は
そ
れ
自
体
も
、
他
国
と
の
比
較
の
視
点
で
も
あ
ま

り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

S
m
z
y
呂
志
)
。
本
稿
は
、
日
本
の
女

性
運
動
に
関
す
る
研
究
の
不
足
を
補
、
つ
べ
く
、
先
進
諸
国
の
女
性
運
動

と
の
比
較
を
通
じ
て
、
日
本
の
女
性
運
動
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
試

み
で
あ
る
。

キト

原

ニ
、
日
本
の
女
性
運
動
・
団
体
に
関
す
る
先
行
研
究

日
本
の
女
性
運
動
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
、
御
忍
(
…

九
九
九
)
が
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
女
性
運

動
を
ま
と
め
た
も
の
が
あ
る
。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
社
会
主
義
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
が
強
く
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
留
学
論
争
が
盛
ん
で
あ
る
と
い
っ

た
指
摘
に
留
ま
っ
て
い
る
。

数
少
な
い
先
行
研
究
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
女
性
巡
動
に
つ
い
て
は
、

分
権
化
、
断
片
化
、
地
域
化
、
車
一
イ
シ
ュ
!
中
心
と
し
て
特
徴
付
け

ら
れ
て
き
た

6
5
E
a
a
山
由
主
)
。
分
権
化
、
地
域
化
と
い
う
運
動
の

構
造
に
お
け
る
特
徴
と
共
に
、
日
本
の
女
性
迷
動
は
、
男
女
の
平
等
よ

り
母
性
を
震
被
す
る
保
守
的
性
絡
を
有
す
る
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
す

な
わ
ち
、
日
本
の
女
性
運
動
は
、
女
性
の
権
利
を
拡
張
す
る
た
め
の
運

動
よ
り
、
既
存
の
性
規
範
に
挑
戦
せ
ず
、
家
庭
内
活
動
の
延
長
線
上
で



筑
波
法
政
第
三
ト
八
号
(
一
…

0
0
五

行
わ
れ
る
活
動
が
主
流
を
山
め
る
と
持
価
さ
れ
て
い
る
(
の
こ
す
き
品

目

dr旬
開
}
唱
。
品
一
閉
山
門
C
'
M
g
ど
r

こ
れ
ら
の
活
動
は
主
婦
が
巡
動
主
体
と

な
っ
て
ほ
と
い
う
h

比
一
助
か
ら
反
問
し
た
、
教
育
運
動
、
消
費
者
迷
動
、

社
会
保
障
.
要
求
運
動
、
平
和
迷
動
な
ど
で
「
母
親
巡
動
」
と
も
;
川
わ
れ

る
戸
木
下
一
九
九
六
)
。

こ
う
し
た
ぷ
論
は
日
本
の
市
民
社
会
が
…
.
r

一
段
構
造
を
有
す
る
と
い
う

F
E
E
S
む
き
ど
の
指
摘
と
酬
を
J

に
す
る
か
も
し
れ
な
い
n

彼
は
‘

日
本
の
市
以
社
会
は
、
地
域
の
小
規
模
グ
ル
ー
プ
は
多
い
が
、
山
川
サ
門
化

さ
れ
た
市
民
社
会
部
門
は
僅
少
で
あ
る
と
い
う
ν

町
内
会
で
代
炎
さ
れ

る
地
域
の
小
規
模
グ
ル
ー
プ
は
、
ソ

i
シ
ヤ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
及
び
政
府

の
効
小
学
を
白
川
め
る
で
他
方
、
新
し
い
政
策
ア
イ
デ
ア
を
山
す
な
ど
、
既

ト
作
の
政
氷
に
挑
戦
で
き
る
、
主
義
史
張
を
批
准
す
る
専
門
化
さ
れ
た
グ
ル

i
プ
は
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
コ

火
性
運
動
に
つ
い
て
も
、
前
者
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
と
、
じ

0
年
代

以
降
地
域
共
附
体
を
恭
総
と
す
る
市
民
の
政
治
社
会
的
な
参
加
の
拡
大

の
中
心
が
ん
民
性
だ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
女
性
を
日
本
の
民
主
主

義
を
受
動
的
形
態
か
ら
参
加
的
形
態
へ
と
変
化
さ
せ
た
変
航
者
と
し
て

従
え
る
議
論
が
あ
る
(
青
木
一
九
九
一
、
畑
山
・
平
井
編
A

一
0
0
ニハ

女
約
が
、
ボ
ラ
ン
タ
ワ

i
セ
ク
タ
ー
内
で
重
要
な
伏
削
肢
を
占
め
る
こ
と
な

ど
、
ル
民
牲
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市
民
社
会
組
織
と
し
て
の
側
偏
に
光
を

当
て
る
と
、
女
性
は
市
民
社
会
が
社
会
問
題
を
前
一
終
解
決
す
る
と
い
、
っ

ニ
ュ

1
・
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
可
能
院
を
切
り
開
い
て
い
く
、
正
体
と
し
て
も

捉
え
ら
れ
る
し
、
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ソ

l
シ
ヤ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

と
し
て
の
側
削
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
へ
〉

だ
が
、
後
者
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
と
、
地
域
に
お
け
る
女
性
の
的
動

は
、
政
治
的
な
参
加
で
は
な
く
れ
会
的
な
参
加
、
政
策
実
施
へ
の
参
加

に
過
ぎ
ず
、
ル
民
性
は
単
な
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
判
い
予
で
あ
る
と
の
見

方
も
可
能
で
あ
る
、
と
り
わ
け
、
性
別
役
割
分
業
の
変
革
を
求
め
る
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
点
場
か
ら
は
、
日
本
に
は
専
門
化
さ
れ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
運
動
が
即
脆
弱
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
ご

以
ト
ぃ
、
日
本
の
女
性
運
動
に
関
す
る
先
行
制
究
で
は
、
分
権
化
、
地

域
化
と
い
う
迷
動
の
構
造
に
お
け
る
特
徴
及
び
性
別
役
割
分
業
を
問
題

祝
す
る
運
動
よ
り
、
他
の
社
会
選
動
の
一
郎
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
保

守
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
の
研
究
も
洞
察
に
ぷ
。
つ
い

て
い
る
だ
け
で
、
先
進
議
開
の
女
性
運
動
の
榔
造
に
照
ら
し
て
日
本
の

女
性
運
動
を
佼
蹴
付
け
て
は
い
な
い
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
女
性
運
動

を
比
較
し
た
の
巳
σ
(
M
C
C
M
)

は
、
日
本
の
女
性
運
動
が
次
第
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
広
げ
、
間
政
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
存
夜
感
を
燃
し
て

き
だ
と
い
う
が
、
日
本
の
女
性
巡
動
が
比
較
の
悦
点
か
ら
ど
の
よ
う
な

刑
判
後
を
布
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
只
体
的
で
は
な
い
っ

本
稿
は
、
先
進
諸
問
の
女
性
運
動
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
日
本
の

'K

性
述
動
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
c

社
会
巡
動
を
体
系

的
に
比
絞
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
本
稿
で
は
先
進
諸
問
の
女
性
運
動

の
構
造
(
の
相
違
)
及
び
相
対
的
な
影
響
力
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま



ず
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
女
性
迷
動
の
範
騰
を
定
め
、
社
会
運
動
の
類

取
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
比
較
的
視
点
か
ら
口
本
の
女
性
運
動
を
佼
置

付
け
る
。

一
一
一
、
女
性
運
動
の
定
義
友
び
社
会
運
動
の
類
型

)
 
-(
 
女
性
運
動
の
定
義

女
州
日
巡
動
の
定
義
に
つ
い
て
、
∞
m
n
T
5円
7
0
2
0
)
は
「
女
性
運
動

J
6
5
2
4申
告

e
g
g
s
g
)
」
を
「
久
性
と
し
て
の
続
験
、
女
判
イ
シ

ュ
i
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
な
思
決
定
を
主
要
な
襲
来
と
す
る

社
会
政
治
的
運
動
」
と
定
義
し
て
い
る
。
彼
次
に
よ
る
と
、
「
女
性
運

動
」
は
革
新
的
、
点
派
の
、
え
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
女
性
述
動
だ
け
で
な

く
、
十
布
似
派
又
は
反
ブ
ヱ

動
に
お
け
る
'
火
反
性
の
げ
川
山
動
は
人
合r凶u
ま
な
い
J

例
え
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ

i
に
関

す
る
内
科
を
扱
わ
な
い
民
族
主
義
運
動
に
お
け
る
女
作
、
そ
し
て
児
性

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ソ
プ
の
役
訓
と
意
思
決
定
に
お
い
て
係
似
を
市
め
る
運

動
は
た
性
迷
動
に
合
ま
れ
な
い
し
従
っ
て
、
「
火
性
迷
動
」
は
「
述
動

仁
お
け
る
火
性

Z
C
5
2
5
2
2
m
g
g
H
)
」
と

K
川
切
さ
れ
る
こ
の

定
義
に
よ
る
と
、
例
え
ば
日
本
の
火
作
に
よ
る
消
費
行
巡
動
や
環
境
運

動
は
「
運
動
に
お
け
る
火
性
」
で
あ
っ
て
、
「
ん
民
性
運
動
」
で
は
な
い
ハ

‘
・
方
、
女
性
運
動
・
間
体
を
概
念
化
す
る
上
で
、
長
い
間
川
い
ら
れ

て
い
る
区
別
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
女
性
間
体
と
伝
統
的
な
女
性
同
体
の

そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
ば
別
に
お
い
て
は
、
上
記
の
「
女
性
運
動
」
と
「
運

動
に
お
け
る
女
性
」
の
問
の
区
別
も
明
織
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
忍
阻
ま
'

Z仏
明
白

(
3
8
)
と
♂
吉
宮
(
]
事
∞
)
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
迷
動
を
単
な

る
次
性
に
よ
る
又
は
女
性
の
た
め
の
運
動
と

K
別
す
る
の
は
、
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
運
動
が
男
性
支
配
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
け
様
と
す
る
こ
と
で

あ
る
と
す
る
。
だ
が
、
し
ば
し
ば
女
性
小
心
の
同
体
と
呼
ば
れ
る
保
守

的
え
は
反
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
女
性
団
体
も
、
女
性
の
政
治
参
加
を
促
進
す

る
か
か
久
性
イ
シ
ュ

l
に
注
h

誌
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
迷
動
の
日
襟
に
間
後
的
に
寄
守
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
と
火
性
運
動
の
以
加
は
は
っ
き
り
し
な
い
と
の
伝
場

を
取
る
ι

日

N
2
2
r
z
と
を
巴
丘
(
}
唱
。
。
)
及
び
凸
町
一
σ
と

E
一一市町

2
3
5
)
も、

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
女
性
同
体
と
伝
統
的
次
竹
間
体
の
阪
分
を
し
て
い
る
の

m
C
5口

r
E
と
を
戸
三

cc。
さ
に
よ
る
と
、
伝
統
的
女
性
同
体
と
は
、

「
役
会
・
政
治
問
題
に
関
心
の
あ
る
山
氏
と
し
て
の
、
え
は
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
労
働
お
と
し
て
の
女
性
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
川
体
」
で
あ
る
む

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
紛
人
有
権
者
同
問
、
ア
メ
リ
カ
ト
入
学
制
人
協
会
な

ど
で
あ
る
へ
。
巳
σ
と

E
=
3、
(
}
芸
品
)
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
が
強

い
と
バ
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
‘
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
述
動
は
伝
統
的
女

性
同
体
に
依
作
し
た
こ
と
か
ら
、
ブ
エ

中
に
ト
以
似
統
的
，
女
交
性
問
休
を
佼
山
慌
凶
付
け
る
〈
ηJ

伝
統
的
火
性
間
体
は
フ
エ
ミ

先
進
訪
問
の
食
性
運
動
か
ら
は
た
日
本
の
火
性
運
動
の
枕
m
m
u
m
(
朴
)
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ニ
ス
ト
の
日
僚
会
て
を
支
持
す
る
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
多

く
の
部
分
を
支
持
す
る
が
、
こ
の

uu襟
へ
の
支
持
が
そ
の
グ
ル
ー
プ
の

主
要
な
目
標
で
は
な
い
。
彼
女
等
の
い
う
伝
統
的
必
然
性
間
体
に
は
、
民

族
・
宗
教
に
基
づ
く
団
体
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、

m
g
g
p
E
と

ぎ
恒
三
(
】
宰
か
)
の
提
示
す
る
伝
統
的
女
性
同
体
の
概
念
よ
り
広
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
女
性
凶
体
を
定
義
す
る
上
で
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

女
性
間
体
と
伝
統
的
な
女
性
団
体
の
区
別
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
区
別
は
明
確
で
は
な
く
、
両
符
を
含
め
て
広
く
女
性
同
体
と
捉
え

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
稿
で
も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
遂
動
の
理
念
を

追
求
す
る
遼
動
に
加
え
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
の
瑚
念
を
追
求
し
な
い

ま
で
も
女
性
か
ら
な
る
女
性
の
運
動
を
も
含
め
て
、
女
性
遂
動
を
包
括

的
に
捉
え
る
。

(2) 

社
会
運
動
の
類
型

大
方
の
社
会
運
動
の
文
献
は
社
会
運
動
の
二
つ
の
特
徴
を
指
摘
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
運
動
は
、
社
会
的
・
政
治
的
変
化
を
要
求
し
、

統
成
の
政
治
制
度
の
外
側
に
存
在
す
る
(
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
と
ゾ

1
ル
ド

-
九
八
九
、

}
U
8
2
5
P
N
o
g
)
0
だ
が
、
社
会
運
動
を
政
党
や
様
キ
な

利
益
間
体
の
よ
う
な
主
流
の
制
度
か
ら
区
別
す
る
の
は
、
政
治
シ
ス
テ

ム
の
周
辺
部
分
に
佼
鐙
す
る
と
い
う
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
位
置

の
み
で
あ
り
、
利
益
団
体
や
政
党
も
社
会
的
・
政
治
的
変
化
を
要
求
す

jJq 

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

例
え
ば
、

r
n
z
c
s
e
は
、
共
通
の
利
益
を
迫
求
す
る
た
め
に

政
策
決
定
に
影
枠
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
動
員
の
主
体
と
し
て
社
会
運
動
、

利
採
集
凶
、
政
党
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
一
二
つ
の
、
4

十
一
体
は
分

析
的
に
は
明
瞭
に
um
分
で
き
る
も
の
の
、
実
証
レ
ベ
ル
で
は
そ
の
問
に

明
確
な
線
引
き
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
す
る
G

従
っ
て
、
一
一
一
つ
の
内

の
…
つ
が
支
配
的
な
校
献
を
ト
ハ
め
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
一
二
つ
の
組
織
を

全
て
含
め
て
社
会
運
動
と
呼
ぶ
と
し
た
上
で
、
三
つ
の
組
織
の
相
対
的

な
優
位
に
基
づ
い
て
、
迷
動
構
造
の
暴
本
的
な
一
二
つ
の
タ
イ
プ
を
提
示

す
る
。
す
な
わ
ち
、
慈
の
根
モ
デ
ル
、
利
益
集
出
モ
デ
ル
、
政
党
モ
デ

ル
で
あ
る
。

棋
の
根
モ
デ
ル
は
、
比
較
的
緩
や
か
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
、
分

権
化
さ
れ
た
構
造
、
政
治
に
対
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
抗
議
の
強
調
、
熱

心
な
支
持
者
へ
の
依
存
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。
女
性
遂
動
の
場
合
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
非
公
式
的
な
組
織
構
造
を
持

ち
、
地
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
力
点
を
置
く
卒
の
根
の

女
性
同
体
が
主
流
を
占
め
る
場
合
で
あ
る
。

利
益
集
団
モ
デ
ル
で
は
、
例
え
ば
ロ
ビ

l
活
動
を
通
じ
て
政
策
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
を
強
調
し
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
に
依
存
す
る
。
次

性
運
動
が
、
女
性
政
策
の
獲
得
の
た
め
に
政
党
や
行
政
に
働
き
か
け
る

場
合
は
利
益
集
開
モ
デ
ル
と
な
る
。
こ
の
場
合
は
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
中
で
活
動
す
る
、
フ
ォ
ー
マ
ル
で
官
僚
制
的
な



綴
織
構
造
を
持
ち
、
利
益
同
体
に
近
い
組
織
が
主
流
を
占
め
る
。

政
党
モ
デ
ル
は
、
選
挙
過
程
、
政
党
政
治
へ
の
依
存
、
フ
ォ
ー
マ
ル

な
組
織
へ
の
依
存
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
女
性
運
動
の
場
合
は
、

例
え
ば
環
境
運
動
と
は
違
っ
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
政
党
、
女
性
の
政
党

を
作
る
試
み
は
稀
で
あ
る
。
た
だ
、
女
性
運
動
自
ら
が
候
補
者
の
発
掘
・

支
援
を
通
じ
て
、
女
性
議
員
を
増
や
そ
う
と
す
る
運
動
を
展
開
す
る
場

合
は
、
政
党
モ
デ
ル
に
近
い
と
言
え
る
。

だ
が
、
河
口
n
E
C
3
a
)
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
社
会
選
動
の
一
一
一
つ

の
タ
イ
プ
を
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
の
女
性
運
動
に
つ
い
て
は
、
利
払
術
集
団
モ
デ
ル
と
見
る
立
場
と
政
党

モ
デ
ル
に
近
い
と
見
る
立
場
が
あ
る
0
0巳
σ
(
}
事
ゆ
)
は
、
ア
メ
リ
カ

の
女
性
運
動
を
女
性
政
策
の
推
進
の
た
め
に
政
党
や
行
政
に
働
き
か
け

る
利
益
集
団
モ
デ
ル
と
見
る
。
他
方
、
ペ

g
a
p
e
c
c
)
は
、
女
性
議

員
を
噌
や
す
た
め
の
選
挙
戦
略
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ

カ
の
火
性
迷
動
の
特
徴
で
あ
る
と
見
る
。

本
稿
で
は
、
上
述
の
よ
、
つ
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
に
加
え
、
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
運
動
の
理
念
を
追
求
し
な
く
て
も
火
性
か
ら
な
る
女
性
の
運

動
を
も
合
め
て
、
女
性
運
動
を
包
治
的
に
捉
え
る
。
女
制
運
動
を
考
察

す
る
上
で
、
社
会
運
動
の
〈
つ
の
モ
デ
ル
を
い
似
接
用
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
概
念
的
に
火
性
問
題
を
扱
わ
な
い
伝
統
的
な
女
性
運
動
(
ほ
と

ん
ど
収
の
根
レ
ベ
ル
)
と
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
を
大
別
す
る
。
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
運
動
の
中
で
は
、
京
の
絞
レ
ベ
ル
と
専
門
化
さ
れ
た
ん
ト
同
レ
ベ

先
進
諸
問
の
女
性
運
動
か
ら
見
た
日
本
の
女
性
巡
動
の
佼
前
付
(
朴
)

ル
の
運
動
(
政
策
に
関
す
る
圧
力
活
動
及
び
女
性
議
員
を
増
や
そ
う
と

す
る
運
動
の
両
方
を
含
む
)
を
区
分
す
る
。
女
性
運
動
の
比
較
に
当
た

っ
て
は
、
主
に
日
米
比
較
を
行
い
、
ド
イ
ツ
及
、
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女

性
運
動
を
も
検
討
す
る
。

回
、
伝
統
的
な
女
性
運
動
・
団
体

本
の
根
レ
ベ
ル
に
お
け
る
女
性
運
動
を
直
接
比
較
で
き
る
デ
ー
タ
は

乏
し
い
た
め
、
政
治
参
加
の
研
究
の
中
か
ら
、
女
性
の
個
人
レ
ベ
ル
に

お
け
る
参
加
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

女
性
の
政
治
活
動
の
領
域
は
そ
の
悶
に
お
い
て
女
性
の
政
治
的
権
利

が
導
入
さ
れ
る
際
の
暦
史
的
背
景
ゃ
、
そ
の
後
の
社
会
・
経
済
・
政
治

的
発
展
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
る
(
フ
ァ

1
.
九
八
九
)
。
だ
が
、

般
的
に
、
地
域
活
動
に
お
け
る
政
治
参
加
の
労
女
差
は
比
較
的
小
さ
い

と
は
わ
れ
て
い
る
(
門
川
町
三
々
・
}
申
告
一

M
8
5
'
石
∞
ど
。
そ
し
て
、
そ
の

理
山
が
市
民
運
動
や
地
域
活
動
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
イ
シ
ュ
!
が
し
ば

し
ば
伝
統
的
な
女
性
の
関
心
事
項
と
関
連
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
‘
例

と
し
て
日
本
の
火
性
、
特
に
LK
紛
が
a

九
六

O
一
年
代
の
保
育
所
作
り
巡

動
、
一
九
じ

0
年
代
の
消
費
者
迷
動
な
ど
総
与
な
運
動
の
主
な
担
い
子

で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
汚
寄
2
q
S
3き)。

で
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
日
本
の
女
性
の
活
動
は
比
絞
的
観
点

か
ら
見
た
場
合
、
ど
の
程
度
な
の
だ
ろ
う
か
り
こ
こ
で
は
、
〈
刊
号
釦
ら

li 



筑
波
法
政
策
f
十
八
H
ゲ

(
-
o
o
h

(
一
ヨ
∞
)
の
研
究
の
中
か
ら
、
火
性
の
政
治
制
度
へ
の
関
与
の
松
山
皮
を

ぶ
す
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
彼
等
は
市
民
が
政
治
的
制
度
に
ど

の
程
度
関
わ
っ
て
い
る
か
を
、
政
党
支
持
(
な
し
、
弱
い
、
強
い
)
と

団
体
へ
の
所
属
(
な
し
、
政
治
化
さ
れ
て
い
な
い
同
体
、
政
治
化
さ
れ

て
い
る
同
体
)
か
ら
捉
え
、
次
の
間
つ
に
分
類
し
て
い
る
c

告
「
非
政
治
的
(
口
C

弓
c
E
g
aこ
一
-
無
党
派
で
間
体
に
所
属
し

て
い
な
い
か
、
所
属
し
て
い
て
も
非
政
治
的
同
体
に
所
属
し
て
い
る
場

合
で
あ
る
。
(
ゆ
「
弱
い
政
党
主
持

S
E
E
S
M
U
R
喧

g
r
宮
注
目
白
ま
こ
一

団
体
に
は
所
属
し
な
い
が
、
弱
い
政
党
支
持
を
示
す
t

①
「
や
や
関
連

が
あ
る

(go号
言
。
一
可
え

2
E
a
)」
一
政
治
的
団
体
に
所
属
し
て
い
る

無
党
派
か
、
同
体
所
属
は
な
い
が
強
い
政
党
文
持
を
示
す
か
、
い
ず
れ

に
お
い
て
も
小
間
か
で
あ
る
つ
④
「
強
く
関
連
が
あ
る
(
出
押
さ
居
ぞ
早

口一

E
m仏
)
」
一
少
な
く
と
も
a

つ
の
分
野
で
強
く
関
述
が
あ
る
か
、
両

万
に
お
い
て
強
く
関
連
が
あ
る
場
ム
円
で
あ
る
。

こ
の
凶
分
類
に
従
っ
て
、
ド
位
羽
目
別
に
政
治
的
制
度
へ
の
関
係
の

税
E

肢
を
男
女
計
で
見
る
と

(HEP-Uσ
ぽ

&
1
3
、
日
本
は
政
党
支
持

が
弱
く
、
非
政
治
的
間
体
に
所
属
し
て
い
る
割
合
が
三
-
一
%
で
、
A

九
カ

闘
中
、
最
も
高
い
。
同
体
所
属
の
み
を
見
る
と
、
日
本
人
は
近
隣
組
織

の
よ
う
な
非
政
治
的
団
体
に
所
属
し
て
い
る
割
合
が
五
カ
問
中
、
最
も

高
い
(
五
九
%
)
(
同
玄
仏
・
4
2明白
5
5
ど。

表
ー
は
、
こ
の
間
分
類
に
従
っ
て
、
女
性
の
政
治
制
度
へ
の
関
与
の

程
度
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
女
性
は
、
イ
ン
ド
を
除
け
ば
、

「
非
政
治
的
」
八
刀
剣
が
け
以
も
多
い
つ
-

問
%
)
が
、
「
や
や
関
述
が
あ
り
」

も
ア
メ
リ
カ
と
技
ん
で
最
も
多
い

(
二
一
円
%
て
こ
の
「
や
や
関
連
が

あ
り
ん
の
中
身
は
、
男
女
を
合
わ
せ

た
日
本
全
体
の
性
格
を
以
映
し
、
政

党
之
持
が
剥
く
、
非
政
治
的
同
体
に

所
属
し
て
い
る
割
合
が
向
い
と
思
わ

れ
る
。
全
体
的
に
け
本
の
久
性
は
政

治
制
度
へ
の
関
与
度
が
低
く
、
日
本

市
民
社
会
全
体
の
性
格
を
反
映
し
非

政
治
的
同
体
へ
の
所
属
が
高
い
も
の

と
忠
わ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
日

本
の
女
性
の
活
動
は
日
本
の
市
民
社

会
の
中
で
ど
の
担
任
皮
の
位
置
を
お
め

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
総
務
庁
「
社

会
生
活
基
本
調
術
報
庁
」
(
一
九
九

六
年
)
に
よ
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
参
加
率
を
男
女
別
・
世
代
別
で

見
た
場
合
、
一
一
一

0
1
問

O
代
の
女
性

の
参
加
率
が
最
も
高
い
。
ま
た
、
全

女性の政治制度への関与の程度(%)

オランタ 1アメリカ

:10 15 

24 I 20 

表 1

オーストリア
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17 

28 
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同
社
会
福
祉
協
議
会
「
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
実
態
調
査
報
告
書
」

(
一
九
九
六
年
)
に
よ
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
職
業
別
に
見
た
場
合
、

主
婦
が
四
二
%
で
最
も
多
く
半
数
近
く
に
も
の
ぼ
る
(
経
済
企
剛
庁
二

0
0
0
)
。

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
属
性
を
通
じ
て
、
日
本
の
市
民
社

会が一一一

0
1問
。
代
の

ι婦
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
彼
女
等
は
ど
の
よ
う
な
分
野
で
活
動
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

内
閣
府
国
民
生
活
局
「
市
民
活
動
団
体
等
基
本
調
査
」
(
一
一

O
O
一

年
)
に
よ
る
と
、
市
民
活
動
団
体
の
活
動
分
野
は
「
保
健
・
医
療
・
…
裕

社
」
が
問
っ
了
ゐ
%
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
ま
ち
づ
く
り
」
(
一
一

a
%
)
、
「
環
境
の
保
全
」
(
九
・
八
%
)
、
「
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
刷
出
ハ
」
(
六
・
九
%
)
の
阪
に
な
っ
て
い
る
。
「
男
女
共
同
参
両
」
は

.
%
に
過
ぎ
ず
、
一
二
の
活
動
分
野
の
内
、
最
も
低
い
数
値
と
な
っ
て

い
る
。仲
村
十
の
根
レ
ベ
ル
に
お
け
る
女
性
の
活
動
を
把
採
で
き
る
川
仰
の
ソ

i
ス

と
し
て
、
「
消
費
者
団
体
基
本
調
査
」
が
あ
る
。
そ
の
平
成
二
二
年
版

に
よ
る
と
、

A
-
0
0
…
年
七
月
一
日
現
住
、
令
同
の
消
費
符
団
体
は
問

ムハ八
A

団
体
存
在
す
る
が
、
活
動
の
地
理
的
範
開
別
に
見
る
と
、
中
央

団
体
が
二
一

O
、
県
減
同
体
・
地
域
間
体
合
わ
せ
て
間
六
五
一
同
体
で
あ

る
。
川
町
域
間
体
・
地
域
間
体
を
性
筋
川
刊
に
日
比
る
と
、
消
費
訴
グ
ル
ー
プ

(
二
一
九
・
四
%
)
、
婦
人
会
三
七
・
九
%
)
、
農
協
婦
人
部
(
じ
・
六

%
)
、
栄
養
改
詩
グ
ル
ー
プ
(
七
・
一
一
%
)
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
(
六
・

先
進
諸
国
の
女
性
運
動
か
ら
見
た
日
本
の
女
性
遂
動
の
位
置
付
(
朴
)

六
%
)
、
消
費
者
同
体
連
絡
会
(
凶
・
問
%
)
、
漁
協
婦
人
部
会
一
ご
七

%
)
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
会
員
数
は
中
央
団
体
で
と
六

O
万
人
、
県

域
団
体
・
地
域
防
体
を
合
わ
せ
た
地
方
団
体
で
七
ゴ
二
万
人
に
の
ぼ
る

(
内
側
府
国
民
生
活
局
て

O
O
二)。

以
上
か
ら
、
日
本
の
市
民
社
会
に
お
い
て
主
婦
が
重
要
な
位
置
を
山

め
る
こ
と
、
彼
'K等
は
主
に
一
福
祉
・
環
境
・
消
費
者
問
題
に
取
り
組
ん

で
お
り
一
、
女
性
独
自
の
問
題
へ
の
取
組
み
は
弱
い
こ
と
が
分
か
る
c

で

は
、
日
本
に
お
け
る
伝
統
的
な
火
性
間
体
は
ど
の
税
皮
の
リ
ソ
ー
ス
を

有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
山
氏
2
は
ト
L

記
の
「
消
費
者
団
体
袋
一
本
調
食

竹
平
成
二
二
年
版
こ
の
中
出
火
消
費
於
凶
体
の
小
か
ら
代
表
的
な
凶
体

の
リ
ソ
ー
ス
を
衣
し
た
も
の
で
あ
る
の

会
員
数
に
お
い
て
突
出
し
て
い
る
の
は
、
日
本
生
活
協
同
紺
合
連
介

会
と
全
国
地
域
紛
人
間
体
連
絡
協
議
会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
A

万
人
、
五

O
O
万
人
の
会
員
を
布
し
て
い
る
J

日
本
生
協
述
の
会
共
も

ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
る
中
央
消
校
行
間
体
に
冷
ま
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
日
本
婦
人
有
権
者
間
際
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
、
新
日
本
婦
人
の

会
の
泊
動
領
域
は
消
費
符
問
題
の
み
に
悩
ま
ら
な
い
。
婦
人
民
主
ク
ラ

ブ
、
新
日
本
婦
人
の
会
は
、
女
性
E

一
千
如
何
問
題
な
ど
に
も
幅
広
く
取
り

組
ん
で
い
る
。
新
日
本
婦
人
の
会
は
伝
性
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
と
し
て
は
、
会
員
数
、
織
は
は
数
に
お
い
て
紙
大
の
間
体
と
一
J

日
え
る
(

政
治
教
育
同
体
で
あ
る
日
本
婦
人
布
格
者
同
阪
が
消
費
者
間
体
と
し
て

も
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
、
日
本
的
特
色
、
だ
と
忠
わ
れ
る
。

三
七



表2 日本の伝統的な女性団体

[，lj休日空白:年) 会長数 予算(jjPJ)

II本紛人有権符!riJI沼 (1945) 5000 2000 

婦人l~tクラブ(1946) 5000 6000 

11本生活協同組合連合会 (1951) 22， 110，000(a) 28，819，168 

全伴!地域紛人Ftl体連絡協議会(1952) 5，000，000 7700 

新H本婦人の会 (1962) 200，000 

職n数

2 

10 

911 

3 

45(b) 

it:ーは無記入を衣す(
(al H本生協連ホームページ(http://www.co-op.or.jp、2004/12/08) 

(刷新日本婦人の会、 '1'央委氏、，lillI有FHi:へのfill抜、 2004/09/06
lH所:1人;[湖府 r~I 民生活!;ij (20021 

表3 アメリカの伝統的女性団体

日If*(設な{r) 2000{j'.J支一了ユ努
会n数 PAC' 職n数 (100}Iドル)

League of Women Voters (1920) 57 6.5 150，000 × 

Concerned Women for America (1979) 33 558，495 × 

Mothers Against Drunk Driving (1980) 40 2，000，000 × 

i主・ーは無記入を表すむ
Hl所:Foundation for Public Affairs (200!)から抜粋

表4 アメリカの伝統的女性団体の会員数 (1980年)

American Association of University Women (AAUW) 190，000 (100，000) (a) 

115，000 League 01' Women Voters (LWV) 

National Federation of Business and Profe入、sional
Women's Clubs (BPW) 

154，000 

General Federation of Women's Clubs 600，000 

120，000 

100，000 

1， 244 ，000 

B'nai Brith Women 

National Council of Jewish Women 

United Methodist Women 

言主 (a) http://www.aauw.org(2004/11/18) 

H¥iifi : Gelb and Palley (1996)， Table 1 
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で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
女
性
団
体
は
、
ど
の
程
度
の
リ
ソ
ー
ス

を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
3
、
表
4
は
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的

女
性
団
体
の
リ
ソ
ー
ス
を
二
つ
の
ソ

l
ス
か
ら
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
女
性
団
体
と
日
本
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
見
ょ

う
。
ま
ず
、
表
に
全
て
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
両
国
で
同
一

の
性
格
を
持
つ
二
一
つ
の
団
体
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
団
体
は
、

上
述
の

m
g
g
p
g
と
ぞ
恒
三

(-sg
が
、
伝
統
的
女
性
同
体
と
区
分

し
た
一
二
つ
の
団
体
で
、
「
社
会
・
政
治
問
題
に
関
心
の
あ
る
市
民
と
し

て
の
、
又
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
と
し
て
の
女
性
に
焦
点
を
合
わ

せ
た
団
体
」
で
あ
る
。
〉
〉
亡
者
と
駒
大
学
婦
人
協
会
、

rtそ
〈
と
日
本

婦
人
有
権
者
同
盟
、
回

3
司
と
日
本
∞
句
者
連
合
会
で
あ
る
。
一
二
団
体

と
も
ア
メ
リ
カ
で
は
一

O
万
人
以
上
の
会
員
を
有
す
る
組
織
で
あ
る
の

に
対
し
、
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
は
五

0
0
0人
、
大
学
婦
人
協
会
は

一
九

O
O人
、
日
本
∞
句
者
連
合
会
は
八

O
O人
に
向
閉
ま
っ
て
い
る
(
財

団
法
人
市
川
房
枝
記
念
会
一
縦
二

O
O
二
)
。
だ
が
、
日
本
位
協
述
、
余

地
婦
述
、
新
婦
人
は
、
そ
の
他
の
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
女
性
団
体
と

比
較
し
た
場
合
、
引
け
を
取
ら
な
い
。

五、

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動

)
 
-(
 

草
の
根
レ
ベ
ル
(
白
米
比
較
)

ア
メ
リ
カ
で
は
、

一
九
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
、

先
進
諸
国
の
女
性
運
動
か
ら
見
た
日
本
の
女
性
運
動
の
位
置
付
(
朴
)

女
性
の
直
面
す
る
問
題
に
対
す
る
対
応
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い

こ
と
に
気
づ
い
た
女
性
た
ち
が
、
ロ
ビ

i
活
動
に
力
を
注
ぐ
一
方
、
他

方
で
は
彼
女
ら
の
問
題
を
自
分
自
身
の
共
同
体
内
で
解
決
し
よ
う
と
努

力
し
た
。
そ
の
結
果
、
-
九
七

0
年
代
後
半
ま
で
に
は
、
女
性
の
た
め

に
女
性
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
組
織
が
叢
生
し
た

(
∞
回
目
U
}
吋

0
・

日

A
W
∞
同
)

0

具
体
的
に
は
、
地
域
で
ウ
イ
メ
ン
ズ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
レ
イ
プ
危
機

セ
ン
タ

i
、
夫
や
恋
人
か
ら
暴
力
を
受
け
た
火
性
の
た
め
の
シ
ェ
ル
タ

l
(
緊
急
避
難
所
)
な
ど
を
迷
営
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
運
動
を
主
導
す
る
の
は
京
の
根
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

組
織
で
あ
る
。

こ
の
内
、
夫
や
恋
人
か
ら
暴
力
(
ロ
〈
と
帥
附
す
る
)
を
受
け
た
女
性

の
た
め
の
シ
ェ
ル
タ

l
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
c

ア
メ
リ
カ
の
場
合
、

U
〈
被
害
女
性
の
た
め
に
卒
の
棋
で
燦
関
す
る
シ
ェ
ル
タ
!
及
び
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
代
表
す
る
全
同
組
織
と
し
て
一
九
七
八
年
に

Z
内
〉
ロ
〈
宮
中

g
E
}
内
S
E
C
S
〉
官
S
白

u
o
g町
田
丘
町
〈
5
庁
湾
問
)
が
設
立
さ
れ
た
。
問

団
体
の
ホ
!
ム
ペ

l
ジ
(
町
内
哲
ミ
宅
垣
芦
E
n
邑〈・
0
お
い
。
室
戸
M
¥
5
)

に
よ

る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
は
現
在
二

0
0
0
ヵ
所
以
乞
の
シ
ェ
ル
タ
ー
が
存

在
す
る
。

日
本
の
場
合
、
民
間
シ
ェ
ル
タ

i
は
、
一
一

O
O
一
年
て
，
H
月
現
在
、

a

四
都
道
府
県
に
二
一
五
ケ
所
存
在
す
る
。
一
九
九
一
二
年
を
境
界
と
し
て

そ
れ
以
前
に
設
立
さ
れ
た
シ
ェ
ル
タ
ー
を
第
一
期
、
そ
れ
以
後
設
心
止
さ

一
二
九
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れ
た
シ
ェ
ル
タ

i
を
第
二
期
と
阪
分
で
き
る
c

第
一
刻
に
は
、
首
都
関

を
中
心
に
じ
ヶ
所
設
な
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
頃
は
鮒
キ
リ
ス
ト
教

婦
人
矯
風
会
に
よ
一
リ
て
一
九
八
六
年
に
開
設
さ
れ
た
た
性
の
家

H
E
L

P
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
同
体
に
よ
っ
て
八

O
竿
代
半
ば
に
設

z

比
さ
れ
た
〉
第
一
刻
の
シ
ェ
ル
タ

i
に
お
い
て
は
、
「
火
性
に
対
す
る

暴
力
い
と
い
う
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
視
点
は
ま
だ
明
慌
で
は
な
か
っ
た
が
、

‘
九
九
三
年
以
降
開
設
さ
れ
た
シ
ェ
ル
タ

l
は
、
た
性
に
対
す
る
暴
力

の
視
点
を
別
総
に
打
ち
出
し
、
最
初
か
ら
た
・
恋
人
の
終
か
か
ら
逃
れ

る
女
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
掲
げ
た
ハ
そ
の
車
分
け
的

存
夜
が
牟
九
九
一
一
一
年
に
東
京
に
開
設
さ
れ
た

A
K
K
K性
シ
ェ
ル
タ

l

(
後
に

A
W
S
に
改
称
)
で
あ
り
、
そ
の
後
、
公
開
各
地
で
シ
ェ
ル
タ

ー
の
ぶ
ん
は
が
相
次
い
だ
(
日
本

D
V防
止
・
情
制
限
セ
ン
タ
ー
一
縦
一
九
九

九
、
「
夫
(
窓
人
)
か
ら
の
暴
力
」
調
査
研
究
会
…
綿
一

0
0
二
、
波
田
・

尚
治
・
品
也
川
二

0
0
・:
)

0

以
上
の
箪
の
根
レ
ベ
ル
に
お
け
る
日
米
の
女
性
運
動
の
比
較
か
ら
は
、

次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
日
本
の
市
民
社
会
は
草
の
根
の
小
グ
ル

ー
プ
が
山
中
心
で
あ
る
と
百
わ
れ
て
い
る
が
、
伝
統
的
女
性
凶
体
に
お
い

て
は
ア
メ
リ
カ
と
同
等
の
水
準
で
あ
る
の
に
対
し
、
開
門
じ
阜
の
恨
の
活

動
で
あ
っ
て
も
、
縞
祉
・
環
境
・
消
費
者
運
動
で
の
女
性
の
活
発
な
参

加
に
比
べ
る
と
、
女
性
特
有
の
問
題
へ
の
取
組
み
は
進
ん
で
い
な
い
こ

と
が
分
か
る
。

。

(2) 

専
同
化
さ
れ
た
分
野
(
日
米
比
較
)

日
本
の
女
性
運
動
は
、
九
七

O
年
の
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
巡
動
を
契

機
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
消
資
者
運
動
、
平
和
運
動
な
ど
他
の
運
動
の

一
部
と
し
て
の
女
性
運
動
、
す
な
わ
ち
、
「
遂
動
の
山
中
の
女
性
」
か
ら
、

女
竹
独
F

け
の
問
題
を
提
起
す
る
女
性
選
動
へ
と
、
質
的
な
変
化
を
遂
げ

る
。
女
性
遂
動
の
性
秘
の
変
化
に
は
、
七
五
年
の
悶
際
女
性
年
を
契
機

と
す
る
た
性
運
動
の
統
一
の
試
み
(
凶
際
婦
人
年
連
絡
会
)
と
、
七

0

年
代
後
半
以
降
の
女
性
学
の
波
及
も
重
要
な
泣
味
を
持
つ
。

と
は
い
え
、
日
本
に
お
い
て
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
性
絡
の
強
い
多
一
様
な

同
体
が
現
れ
る
の
は
、
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
設
い
リ
一
さ
れ
た
女
性
同
体
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
性
絡
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
中
山
火
五
は
日
本
の
全
開
規
模

の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
肉
体
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
新
し
い
女
性
問
体
は
、
ア
ジ
ア
女
性
資
料
セ
ン
タ
ー
、
ア
ジ

ア
女
性
会
議
ネ
ァ
ト
ワ
!
ク
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
女
性
と
の
交
流
を
目

指
す
団
体
、
「
火
性
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
よ
う
な
性
と
生
殖
に

関
す
る
権
利
・
健
康
に
関
わ
る
同
体
な
ど
多
様
で
あ
る
。
だ
が
、
中
で

も
、
全
関
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員
連
盟
、
女
性
連
帯
基
金
、
要
望
者
室

の
よ
う
な
女
性
候
補
者
の
発
掘
・
支
援
を
目
的
と
す
る
団
体
の
設
立
が

日
ウ
一
つ
σ

そ
の
内
、
要
望

tzz
は
女
性
候
補
者
支
援
の
募
金
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
発
足
し
、
衆
・
参
議
員
選
挙
、
地
方
選
挙
で
女
性
候
補



を
支
援
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
二

O
O
O年
の
大
阪
府
知
事
選
挙
で

大
田
房
江
氏
を
、
二

O
O
一
年
の
千
葉
県
知
事
選
挙
で
堂
本
暁
子
氏
を

支
援
し
当
選
を
果
た
し
、
ニ

O
O四
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
八
人
の

当
選
を
果
た
す
な
ど
の
成
果
を
上
げ
た
(
吉
芝
言
室
戸
三
ロ

5a-u・

2
m
-
N
0
2
3
m
w
b
g
。

ま
た
、
選
挙
関
連
の
団
体
以
外
に
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
新
し

い
動
き
と
し
て
注
目
に
値
す
る
の
が
、
ザ
九
九
五
年
に
結
成
さ
れ
た
北

京
J
A
C
C
8
8
〉
n
g
E同陶芸
s
n
g
g乙
で
あ
る
。
問
団
体
は
、

北
京
で
開
か
れ
た
関
連
第
問
団
世
界
女
性
会
議
後
、
北
京
行
動
綱
領
を

日
本
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
研
究
と
ロ
ビ

i
活
動
を
目
的
と
し

て
、
個
人
参
加
で
作
ら
れ
た
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
北
京

J
A
C
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
実
施
状
況
第
四
間
報
告
の
「
民
間
女

性
団
体

(
N
G
O
)
等
の
活
動
」
と
い
う
項
民
で
、
間
際
婦
人
年
連
絡

会
、
間
際
女
性
の
地
位
協
会
と
共
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
政
府
か
ら
正
統
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。

だ
が
、
有
給
の
職
員
は
い
な
い
(
北
京
J
A
C、
前
事
務
局
長
、
永
井

よ
し
子
氏
へ
の
面
接
、

M
g品、
s
b
M
)。

で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
女
性
団
体
は
ど
の
程
度
の
リ
ソ

ー
ス
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
6
は
ア
メ
リ
カ
の
主
な
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
団
体
の
リ
ソ
ー
ス
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

表
6
の
団
体
の
内
、
大
衆
に
基
盤
を
霞
き
、
女
性
問
題
全
般
に
関
し

て
ロ
ビ

l
活
動
を
行
う
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
北
京
』
〉
内
と
比
較

先
進
諸
国
の
女
性
運
動
か
ら
見
た
日
本
の
女
性
運
動
の
位
置
付
(
朴
)

日本の主なフヱミニスト団体表5

会員数予算(万円)悶体(設立年)

223 600 際l際女性の地位協会 (1987)

240 290 金l到フェミニスト議員連盟 (1992)

165 95 アジア女性会議ネットワーク (1993)

230 400 女性と健康ネットワーク (1994)

1000 2000 アジア女性資料センター (1995)

1010 308 北京 JAC(1995) 

248 1275 女性連術基金(1998)

WIN WIN (1999) 1000 1432 

93 

出所:財閥法人市JII房枝記念会編 (2002)
WINWINはホームページ (http・/Iwww. winwi町p.org、2004/09/28)

143 JAWW (2001) 
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アメリカのフェミニスト女性団体表6

2000年度予算
(100)jドル) PAC 会員数職員数閲体(設立年)

。500.000 30 
National Organization for Women 
(NOW: 1966) 

。500.000 47 
National Abortion and Reproductive 
Rights Action League (NARAL: 1969) 

× 2.500 3.0 31 
National Partnership for Women & 
Familie溺(l971)(a)

。50.000 7 
National Women's Political Caucus 
(NWPC: 1971) 

X 15.000 0.76 15 
9t05. National Association of Working 
Women (1973) 

。
注:ーは無記入を表す。

(a) Women's Legal Def己nseFundから名称変挺
出所:Foundation for Public Affairs(200 1)から抜粋

1.5(99年度)5 
Women's Campaign Fund 
(WCF: 1974) 

で
き
る
間
体
は
、
ア
メ
リ
カ
般
大
の
火
性
間
体

Z
O更
で
あ
る

ozotそ

は
五

O
万
人
の
会
員
を
有
し
て
お
り
、
シ
ン
グ
ル
・
イ
シ
ュ

l
を
扱
う

Z
〉
F
P
F
も
五

O
万
の
会
員
を
ふ
付
し
て
い
る
。

zd毛
田
》
門
リ
と
垣
内
明
は
、
選
挙
関
連
団
体
で
あ
る
が
、

zt弓
ヌ
リ
は
五
万

人
の
会
員
を
有
し
て
い
る
。
女
性
議
員
の
発
掘
・
支
援
を
専
門
的
に
扱

う
ア
メ
リ
カ
の
女
性
間
体
は
、
こ
の
二
間
体
以
外
に
も

Z
内
回
当

(
Z
P

丘。

s-内
O
口
開

8
2
0内回目白
nr
君。
5
8
)
、
開
一
玄
戸

J
2
E院
内
、
者
向
ω出
亡
山
門

な
ど
が
存
在
す
る
。
特
に
、

Z
垣
間
六
日
、
者
向
明
り
、
虫
歯
戸

J
E
E
a、
者
同
的
E

C
2
の
よ
う
に
、
女
性
候
補
に
資
金
を
提
供
す
る
女
性
司
〉
の
は
、
九

0
年
代
初
頭
に
入
っ
て
か
ら
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
い
て
影
響
力
の
あ
る
政

治
ア
ク
タ
ー
と
な
っ
た
(
ペ

g招
-Mge。
特
に
、

E
h
F
J円
〆
ピ
出
円
は
、

収
入
額
、
総
支
出
額
に
お
い
て
全
米
最
大
の
司
〉
円
り
で
あ
る
。
二

O
O

二
年
現
在
の
会
員
数
は
七
一
一
一
、

0
0
0
人
で
あ
る

S
S
h
¥言
者
宅
・

3ξ
柏
戸

Maba-Mgを
ご
b
c
。

日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
女
性
団
体
と
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
を
比
較
し
て

み
よ
う
。
日
本
の
場
合
は
会
員
数
が
最
も
多
い
団
体
で
も
一

0
0
0人

程
度
で
あ
り
、
予
算
も
最
も
大
き
い
団
体
で
も
ニ

0
0
0万
円
と
、
リ

ソ
ー
ス
の
面
で
脆
弱
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
日
本
の
伝
統
的
女
性
団
体

と
の
比
較
で
も
替
え
る
。
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
女
性
団
体
は
会

員
数
や
予
算
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
に
お
い
て
、
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
女

性
間
体
に
比
べ
て
大
き
い
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
女
性
団

体
と
比
較
し
て
も
大
き
な
違
い
は
な
い
。



(3) 

ド
イ
ツ
及
び
ス
ウ
工

l
デ
ン
の
女
性
運
動

フ
エ

結
悶
采
不
、
こ
の
部
門
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
，
女
女
性
迷
動
は
発
逮
し
て
い

る
反
e

而
陶
、
日
本
の
た
性
運
動
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
、

女
性
運
動
の
導
門
化
さ
れ
た
部
門
が
経
連
し
な
か
っ
た
の
は
、
日
本
で

の
み
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
分
権
化
、
地
域

化
と
い
う
日
本
の
女
性
運
動
の
特
徴
宙
z
n
E
3・
3
喝
さ
や
日
本
の
市

民
社
会
が
二
段
構
造
を
訂
す
る
と
い
う
指
摘

(
3
r
E
E
g
e
N
gど
と

ん
什
殺
す
る
の
だ
ろ
う
か
内

上
記
の
運
動
構
造
の
:A
つ
の
タ
イ
プ
を
提
ぷ
し
た
ま
n
Z
2
3。)

は
、
そ
れ
を
用
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
運
動
、

環
境
運
動
の
構
造
を
比
較
し
た
。
そ
の
中
で
、
女
性
運
動
を
環
境
運
動

と
比
較
し
た
場
合
、
環
境
運
動
は
比
較
的
利
益
集
問
モ
デ
ル
、
政
党
モ

デ
ル
の
要
素
を
多
く
合
む
の
に
対
し
、
火
性
運
動
は
庁
内
十
の
絞
モ
デ
ル
に

近
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
女
性
運
動
の
場
合
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
政
党
、

女
性
の
政
党
を
作
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
女
性
の
政
党
が
作
寂
す
る
場

合
で
も
早
期
一
裂
な
政
党
で
は
な
い
ο
-
反
性
運
動
は
ア
メ
リ
カ
を
除
い
て
非

常
に
分
権
化
し
た
構
造
に
依
存
す
る
傾
向
が
あ
る
。

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
'K掛
川
巡
動
の
主
流
を
ト
什
め
る
の
は
「
自
律
的
女

性
迷
動
」
と
時
ば
れ
る
革
の
根
の
女
性
同
体
で
あ
る
。
彼
火
等
は
、
主

笈
な
政
党
を
今
日
め
て
、
男
性
が
主
流
を
卜
日
め
る
組
織
に
参
加
す
る
よ
り

先
進
諸
問
の
女
性
遂
動
か
ら
見
た
日
本
の
女
性
運
動
の
位
前
付
(
朴
)

は
、
制
力
性
か
ら
分
離
し
た
女
性
の
組
織
を
作
り
、
地
域
で
、
女
性
の
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
炭
関
す
る

Qgamo--。∞斗)。

一
九
七

0
年
代
後
半
に
は
、
自
律
的
女
性
運
動
の
戦
略
を
拒
否
し
、

政
党
、
労
組
、
符
僚
制
内
部
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
政
策
に
影

響
を
及
ぼ
す
道
を
選
択
し
た
「
制
度
的
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」
が
設
場
し
た

(
穴
出

5
2
5
P
M
O
O
-
)
が
、
全
米
女
性
組
織
の
よ
う
に
フ
ォ
ー
マ
ル
な

組
織
儀
造
と
し
て
制
組
織
さ
れ
て
は
い
な
い
(
ペ
皇
国
間

'
-
S∞)。

で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
性
運
動
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
次
性
運
動

に
関
す
る
既
存
の
研
究
に
お
い
て
女
性
巡
動
の
相
対
的
な
強
さ
に
関
し

て
は
か
な
り
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

女
性
運
動
は
相
対
的
に
弱
い
と
‘
バ
わ
れ
る
一
万
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
運

動
は
相
対
的
に
強
い
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
(
項
目
E
O
E
・
M
g
M
)
。

こ
の
よ
う
な
研
究
結
果
は
、
傾
倒
同
(
永
の
模
範
と
見
ら
れ
が
ち
で
、
次

表
の
よ
う
に
、
エ
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
に
お
け
る
女
性
の
政
治
参
加
が
進
ん

で
い
る
と
い
、
つ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
と
意
外
に
映
る

か
も
し
れ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
火
作
運
動
を
比
較
研
究

し
た

C
m
-ゲ
(
}
芸
沼
)
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
女
性
の
参
加
の
モ
デ

ル
を
「
利
益
集
同
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
片
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
そ
れ

を
「
同
'
採
が
七
砕
し
た
千
等
(
山
室
内

2
5一
三
ご
と
特
徴
付
け
た
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
影
響
力
の
あ
る
、

Hhリ
ー
つ
火
性
運
動
は
存
在
せ
ず
、

代
わ
り
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
性
は
行
僚
制
側
、
政
党
、
労
働
組
介
内
で
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エリー卜レベルにおける女性の政治参加表7

ドイツ日本アメリカスウェ -7~ ン

35.7 

:32.2 

5.7 

7.3 

31.8 

14.3 

55.0 

45.3 

大阪レベルにおける火性の

割合(%) (2000) * 
下院又は

単|淀
国会の議席数

(女性の割合)

(%) * * 24.6 

註*データは各|王lの定義によるため、大臣、副大阪、その他大胆レベルの役職(伝l
会議長など)が合まれうる。

**データは2003年3Jj 1f:j現品:。割合は現住占められている全議席数に対する
もの。

H1所:United Nations (2003)， Table 27 (女f主の政治参加)から銭粋

15.4 13 |二院

活
動
す
る
。
悶
家
は

女
性
グ
ル
ー
プ
か
ら

の
か
な
り
大
き
な
圧

力
が
な
く
て
も
、
女

性
の
関
心
事
を
政
策

に
制
組
み
込
ん
で
き
た
。

エ
ル
マ
ン
(
ニ

0
0

一
一
)
も
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
、
国
家
、

政
党
、
労
組
か
ら
独

立
し
て
い
る
と
い
う

怠
味
で
の
自
治
的
な

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
遂
動

が
欠
如
し
て
い
る
と

指
摘
す
る
。

以
上
、
日
本
、
ア

メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
四

ヶ
国
の
女
性
運
動
を

検
討
し
て
き
た
が
、

そ
の
影
響
力
を
体
系

的
に
比
較
す
る
ま
で

i
 
t
…
 

1
 
l
 

に
は
主
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
辻
山
a
一樹(一一

O
O
二
)
で
は
、
女
性
遂

動
間
体
の
影
響
力
評
価
の
日
繰
米
独
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
婦
人
・
女

性
運
動
団
体
の
影
響
力
は
、
ど
の
闘
に
お
い
て
も
そ
れ
程
向
く
は
な
い

が
、
日
本
で
は
最
下
佼
の
一
六
位
、
韓
関
で
は
一
四
位
、
ア
メ
リ
カ
で

は
一
一
位
、
ド
イ
ツ
で
は
日
本
と
同
じ
く
一
六
位
と
な
っ
て
お
り
、
本

稿
で
検
討
し
た
各
国
の
女
性
運
動
の
強
さ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
も
務

合
的
で
あ
る
。

六
、
お
わ
り
に

火
性
の
活
動
は
ど
の
同
に
お
い
て
も
卒
の
絞
レ
ベ
ル
で
活
発
で
あ
り
、

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
も
卒
の
根
の
現
象
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
む
し
ろ
、

女
性
運
動
の
専
門
化
さ
れ
た
部
門
が
発
達
し
た
ア
メ
リ
カ
の
女
性
運
動

が
例
外
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
女
性
運
動
が
、
専
門
的
な
余
聞
組
織
が

発
達
し
、
他
国
の
女
性
運
動
と
比
べ
た
場
合
影
響
力
が
強
い
と
言
わ
れ

て
い
る
の
は
、
公
民
権
運
動
の
助
け
を
借
り
た
(
明

ag--器
対

P
8
1

5
8叫
M
g
c
)
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
女
性
運
動
の
特
徴
に
起
闘
す
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

日
本
の
市
民
社
会
は
、
草
の
根
の
小
規
模
グ
ル
ー
プ
が
多
く
、
専
門

化
さ
れ
た
市
民
社
会
部
門
は
欠
如
し
て
い
る
と
一
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

女
性
選
動
に
限
っ
て
い
え
ば
、
女
性
運
動
は
保
守
的
な
女
性
運
動
で
あ

れ
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
女
性
運
動
で
あ
れ
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
現
象
で
あ



る
場
合
が
多
く
、
女
性
運
動
の
専
門
的
部
門
が
発
達
し
な
か
っ
た
の
は

日
本
の
み
の
現
象
で
は
な
い
。
日
本
の
女
性
運
動
の
特
徴
は
運
動
の
構

造
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
性
別
役
割
分
業
を
問
題
視
す
る
運

動
よ
り
他
の
社
会
運
動
の
一
部
を
占
め
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
保
守

性
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
も
伝
統
的
な
女
性
団
体
は
存
在
す
る
が
、
女
性
問
題
を

扱
う
運
動
も
発
達
し
た
の
に
対
し
、
日
本
の
女
性
運
動
は
女
性
特
有
の

問
題
に
取
り
組
む
運
動
よ
り
、
他
の
運
動
の
部
分
を
占
め
る
運
動
が
目

立
つ
。
地
域
の
小
規
模
グ
ル
ー
プ
が
主
流
で
あ
る
と
い
う
日
本
で
は
、

専
門
化
さ
れ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
部
門
が
発
達
し
な
か
っ
た
だ
け
で

な
く
、
同
じ
事
の
根
レ
ベ
ル
の
活
動
で
あ
っ
て
も
福
祉
・
環
境
・
消
費

者
運
動
で
の
活
発
な
女
性
の
参
加
に
比
べ
る
と
、
男
女
共
同
参
闘
の
分

野
で
活
動
す
る
団
体
は
一
%
に
過
ぎ
ず
、
一
一
一
五
ケ
所
と
い
う
シ
ェ
ル
タ

!
の
数
も
貧
弱
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
は
、
日
本
女
性
の
保
守
性
は
具
体
的
に
ど
の
程
度
な
の
だ
ろ

う
か
。
表
8
は
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
「
男
女
共
同
参
両
社
会

に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
」
の
内
、
性
別
役
割
分
業
に
関
す
る
女
性
の

意
識
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
性
別
役
割
分
業
に
賛
成
す
る
女
性
の
割

合
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
除
く
と
日
本
が
最
も
商
く
、
日
本
女
性
の
保
守

性
が
窺
わ
れ
る
。

日
本
の
女
性
運
動
の
ソ

l
シ
ヤ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
側
面
の
み

を
強
調
す
る
の
は
適
切
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
母
親
と
し

先
進
諸
国
の
女
性
運
動
か
ら
見
た
日
本
の
女
性
運
動
の
位
置
付
(
朴
)

各国女性の性別役割分業に関する意識 (2002年、%)表8

反対賛成関

93.2 4 スウェーテrン

88.8 9.7 イギリス

85.1 13.2 韓関

85.0 14.5 ドイツ

81.0 18.1 アメリカ

日本 57.3 36.8 

55.0 

註.設問iはr:たは外で働き、著書は家庭を守るべきである」
資成は「賛成jと「どちらかといえば賛成」のi"i'iit、反対は「反対」と「どちら
かといえば反対jの合計であり、「わからないJの数値は示していない。
lB所:IÀJf萄府男女共同参閥均 (200:~) から修正。

44.8 フィリピン

五
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て
の
立
場
か
ら
の
運
動
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
消
費
者
運
動
、

社
会
保
障
要
求
運
動
等
が
七

0
年
代
初
め
に
革
新

PH治
体
を
誕
生
さ
せ

た
(
木
下
一
九
九
六
)
こ
と
は
見
逃
さ
れ
が
ち
で
あ
る
り
ま
た
、
生
活

に
官
倍
一
相
し
た
課
題
を
提
起
す
る
草
の
根
レ
ベ
ル
の
活
動
は
そ
れ
肉
体
と

し
て
怠
味
あ
る
活
動
で
あ
る
。
だ
が
、
性
別
役
割
分
業
の
変
化
を
求
め

る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
日
本
の
久
性
迷
動
の
特
徴
は

女
性
の
権
利
を
拡
大
す
る
た
め
の
遂
動
よ
り
、
環
境
・
消
費
者
・
福
祉

な
ど
他
の
託
会
運
動
の
部
分
に
溜
ま
っ
た
と
い
う
保
守
性
に
あ
る
。

{
]
)
多
総
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

mu恕
に
つ
い
て
は
、

rza
ご
さ
を
山

F2)

日
本
に
お
け
る
欧
米
の
女
約
運
動
に
関
す
る
'
え
献
は
、
英
米
を
中
心
に
作
夜

し
、
そ
の
他
の
先
進
諸
問
の
女
性
運
動
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
コ
ド

イ
ツ
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ん
同
性
述
動
を
選
択
し
た
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ

l
に
配

慮
し
た
、
新
し
い
悩
祉
関
山
本
の
類
烈
を
提
示
し
た
自
民
。
弓
ご
さ
品
)
に
法
づ
く

も
の
で
あ
る
や
な
お
、
本
一
例
は
先
進
諸
問
の
女
性
運
動
を
念
頭
に
期
限
い
て
い
る

た
め
、
九

0
4代
後
手
か
ら
治
発
に
な
っ
て
い
る
第
J

二
依
界
の
友
性
運
動
研
究

は
宰
厳
に
入
れ
て
い
な
い
が
、
第
一
一
‘
抑
制
作
ま
で
を
も
合
め
た
開
界
の
女
性
迷
動

の
レ
ビ
ュ
ー
に
は
、
出
向
兵
三
吾

(
M
C
一CC
)

が
あ
る
。

(
3
)

間
体
は
労
相
制
、
職
能
削
体
、
協
同
組
合
、
余
暇
同
体
、
氏
依
・
宗
教
間
体
、

近
隣
同
体
な
ど
で
、
政
治
化
は
間
体
の
集
い
に
お
い
て
政
治
的
で
公
的
な
事
柄

に
関
す
る
議
論
が
日
常
的
に
ノ
れ
わ
れ
る
か
で
附
っ
て
い
る
。

(
4
)

こ
の
調
査
に
お
け
る
「
市
民
活
動
間
体
等
」
の
定
義
は
「
級
統
的
、
自
発
的

に
社
会
ふ
れ
献
活
動
を
行
う
、
常
利
を
日
的
と
し
な
い
間
体
で
、
特
定
非
常
利
的

L ノ、

動
法
人
及
び
権
利
能
力
な
き
社
側
(
い
わ
ゆ
る
任
意
間
体
こ
で
あ
る
。
ぬ
効

附駒山
V

の
関
心
。
九
間
体
の
内
、
特
aX非
常
利
活
動
法
人
が
凶
・
九
%
で
あ
り
、

任
怠
同
体
が
八
九
・
九
%
で
あ
る
c

(
5
)

全
開
消
費
行
間
体
述
絡
会
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連
介
会
、
合
同
生
活
小
校

連
絡
協
議
会
を
除
く

(
6
)

可
〉
(
ソ
(
可
。
}Enp}
〉
2
0ロ
向
。
5
E
5
0
)
は
、
ア
メ
リ
カ
で
議
れ
や
候
補
、
政

党
へ
献
金
す
る
際
、
そ
の
資
金
の
調
達
・
一
件
配
分
機
関
と
し
て
作
寂
す
る
政
治

同
体
で
あ
る
υ

(
7
)

第
九
州
m
n
k共
附
参
例
会
議
火
性
に
対
す
る
総
力
に
関
す
る
専
門
哨
洲
本
礼
会
に

お
け
る
、
内
問
府
の
「
民
間
シ
ェ
ル
タ

1
が
抱
え
る
問
題
に
関
す
る
調
資
紡
来
」

に
つ
い
て
の
秘
犯
に
よ
る
門

(00)

宮
【
唱
え
玄
記
長
官
コ

ι
2問
。
」
官
、

Z
E
Z
Eと
l
小

Z
ヨ一

(
日
)
聞
け
向
島
。
E
一開一
m
n
c
。ロ(一。
E
E
E
E
C
P

司
〉
(
一
〉
2
ぞ凶戸川目ロ
2
0
S
1
2
丘
一
∞
玄
C
E
Z

明苛刃》J《》5
戸主伊
E
。
ロ
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
『
z四吋壱唱一込=宅垣♂坦ぞ司
P0めF
‘加。〈乙).

(
刊
刊
)
女
引
の
政
党
を
作
る
試
み
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
主
裂
な
政
党
で
は

な
い
。
こ
の
中
で
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
女
性
党
が
最
も
成
功
を
収
め
、
-
九

八
‘
二
年
に
開
会
に
進
出
し
、
-
九
八
七
年
に
は
得
祭
事
?
を
お
め
た
(
同
c
n
y
F
3
8
一

切

o
n
r者
m
H
F
・M
G
C
C
)

。

(
日
)
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
阜
の
根
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
運
動
に
関
し
て
も
保
守
性
が
指

摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
が
自
分
の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
自
分

自
身
の
サ
ー
ビ
ス
を
機
点
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
組
織
は
線
本
的
に
は
公
共
財

で
あ
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
共
セ
ク
タ
ー
の
負
担
を
続
く
し
て

い
る
役
割
を
来
た
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
の
で
あ
る
広
告
E
Y
3∞三。
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